
外
從
五
位
下
石
見
守
�
田
�
陽
春
　
一
首
【
年
五
十
六
】

　
　
ス

　
　
　
　
ス
ル
ノ

△

　
　
ノ

　
　
ヲ

五
言
和
下

藤
江
守
詠
二
　

裨
叡
山
先
考
之
舊
禪
處
柳
樹
一

之
作
上

　
　
ハ

コ
レ

�
　
江
　
惟
　
帝
　
里

　
　
ハ

マ
コ
ト
ニ

裨
　
叡
　
寔
　
�
　
山

　
　
　
　
ニ
シ
テ

山
　
靜
　
俗
　
塵
　
寂

　
　
　
　
ニ
シ
テ

谷
　
�
　
眞
　
理
　
等

ア
ゝ
　
　
　
タ
リ
　
カ

於
　
穆
　
我
　
先
　
考

　
　
　
シ
テ
ヒ
ラ
ク

　
　
ヲ

獨
　
悟
　
闡
二
　

芳
　
�
一

　
　
デ

　
　
ニ

　
　
ヘ

寶
　
殿
　
臨
レ
　

空
　
構

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
フ

梵
　
鐘
　
入
レ
　

風
　
傳

　
　
ノ

煙
　
雲
　
萬
　
古
　
色

　
　
　
ナ
リ

松
　
柏
　
九
　
�
　
專

　『
日
本
書
記
』
に
陽
春
を
ヤ
ハ
ル
と
訓
ぜ
る
處
あ
り
、
萬
葉
に
は
ヤ
ス
と
よ
ま
せ
あ
り
。
其
の

  

、

  

、

先
は
�
鮮
人
な
り
と
云
ふ
。
裨
叡
、
比
叡
、
日
枝
、
皆
同
じ
。
此
の
『
懷
風
藻
』
の
�
輯
成
て

後
、
三
十
七
年
、
淡
�
三
�
卒
し
て
後
、
四
年
に
し
て
最
澄
比
叡
山
を
開
く
。
然
ら
ば
則
ち
傳

�
大
師
が
此
の
山
を
開
か
ざ
る
以
�
よ
り
、
禪
菴
か
禪
�
の
如
き
も
の
あ
り
し
な
ら
ん
。
其
の

  

、
、

  

、
、

事
實
は
杳
と
し
て
今
�
ぬ
べ
か
ら
ず
。
天
智
天
皇
の
�
し
玉
ふ
の
處
、
大
津
は
帝
里
な
り
、
裨
叡

  

、
、

  

、

は
�
山
な
り
。
而
し
て
山
は
靜
寂
、
谷
は
幽
�
な
り
。
等
の
字
�
寫
な
ら
ん
、「
谷
�
ニ
シ
テ
眞

ア
ツ
マ
ル

  

、

  

、

理
等
シ
」
意
義
を
成
さ
ず
、
�
の
字
を
以
て
す
れ
ば
韻
字
と
し
て
合
す
。
於
は
歎
詞
、
穆
は
讚

  

、
、
、

△

▲

  

、
、

詞
。
我
先
考
、
藤
江
守
よ
り
言
へ
ば
我
先
考
な
り
、
陽
春
よ
り
言
へ
ば
君
先
考
な
ら
ず
や
。
獨
悟
、

眞
理
を
獨
悟
し
た
の
で
あ
る
か
、
�
妄
を
獨
悟
し
た
の
で
あ
る
か
、
俗
人
外
の
悟
り
を
開
き
た

  

、
、
、

△

る
な
り
。
闡
芳
�
、
法
�
た
ら
ん
。
單
に
芳
�
で
は
山
�
を
賞
す
る
意
義
と
な
る
。
法
の
�
寫

  

、
、
、
、
、

た
る
疑
ひ
無
し
。
寶
殿
臨
�
構
、
是
れ
傳
�
大
師
の
�
、
四
十
年
か
四
十
五
年
な
る
か
�
然
せ

  

、
、
、
、
、

  

、

ざ
る
が
、
兎
に
角
、
佛
殿
を
建
築
し
た
る
も
の
な
り
。
梵
鐘
入
風
傳
、
寺
あ
り
必
ず
鐘
あ
り
。
煙



  
、
、
、
、

  

、
、
、
、
、

雲
萬
古
色
、
松
柏
九
�
專
、
裨
叡
を
觀
れ
ば
、
煙
雲
が
蒼
奔
と
し
て
萬
古
の
色
を
聳
か
し
、
而

し
て
松
柏
は
鬱
茂
し
て
�
も
�
ほ
得
意
な
る
如
し
。

　
今
謂
く
題
目
に
和
詠
柳
樹
作
と
あ
り
。
然
ら
ば
柳
の
柳
た
る
�
を
描
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
聊

か
も
柳
詠
の
意
な
く
、
反
て
松
柏
の
事
を
言
ふ
。
詠
ぜ
ん
と
欲
す
る
意
あ
る
も
、
其
の
意
を
表

は
す
こ
と
能
は
ざ
り
し
な
ら
ん
。
後
賢
は
、
題
目
と
�
容
と
�
背
せ
ざ
る
こ
と
を
推
敲
す
べ
し
。

　
　
　
　
ト
シ
テ　
　
リ

日
　
月
　
荏
　
苒
　
去

慈
　
範
　
獨
　
依
　
依

　
　
ノ

寂
　
寞
　
�
　
禪
　
處

　
　
　
カ
ニ
　
　
シ

　
　
ノ

　
　
ト

俄
　
爲
二
　

積
　
草
　
�
一

古
　
樹
　
三
　
秋
　
落

�
　
草
　
九
　
月
　
衰

　
　
ス

唯
　
餘
　
兩
　
楊
　
樹

孝
　
鳥
　
�
　
夕
　
悲

  

、
、

　
荏
苒
を
�
�
と
す
れ
ば
、
佳
な
る
に
何
の
故
を
知
ら
ず
。
次
第
次
第
に
去
る
で
は
、
�
�
電

  

、
、

  

、
、

光
の
意
義
無
し
。
慈
範
は
先
君
子
の
�
戒
。
依
依
は
孝
子
が
先
子
の
慈
範
を
思
ふ
て
�
に
堪
へ

  

、
、

ざ
る
形
容
。
而
し
て
先
君
子
が
舊
禪
處
の
�
は
如
何
。
寂
寞
し
て
人
無
く
、
唯
積
草
の
荒
涼
た

  

、

  

、
、
、
、
、

る
あ
る
の
み
。
�
は
人
の
�
行
す
る
石
を
敷
け
る
庭
、
寺
の
庭
が
草
茫
茫
た
り
。
古
樹
三
秋
落
、

  

、
、
、
、
、

�
草
九
月
衰
、
先
哲
曰
く
、「
草
疑
ふ
�
の
�
」
余
謂
ふ
此
二
句
の
み
、
�
仄
整
正
し
た
り
と
て
、

△

△

他
句
皆
古
詩
の
格
、
改
む
る
の
�
な
し
。
草
に
て
意
義
�
ず
。
草
と
�
と
字
形
大
に
異
る
、
�

  

、
、
、
、
、

、
、
、

カ
ラ
ス

寫
の
筈
無
し
。
唯
餘
兩
楊
樹
、
孝
鳥
�
夕
悲
、
孝
鳥
は
烏
の
一
名
。
反
哺
の
孝
あ
り
。
反
哺
の

ナ

養
を
爲
さ
ん
と
欲
す
、
而
か
も
父
已
に
亡
し
。
兩
株
の
柳
を
看
て
、
孝
兒
が
思
に
�
へ
ざ
る
な

り
。
此
の
篇
に
於
て
初
め
て
柳
の
事
出
づ
、
�
首
と
し
て
獨
立
し
て
居
る
詩
な
れ
ば
、
多
少
此

の
意
味
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
惜
い
哉
惜
い
哉
。



外
從
五
位
下
大
學
頭
鹽
屋
�
古
�
呂
　
一
首

　
　
テ

　
　
ノ　
　
ニ
　
　
ス

春
日
於
二

左
僕
射
長
屋
王
宅
一

宴

　
　
　
シ
テ
　
　
ヲ

　
　
フ

　
　
ニ

卜
レ
　

居
　
傍
二
　

城
　
闕
一

　
　
ク

　
　
ヲ

乘
レ
　

興
　
引
二
　

�
　
冠
一

　
　
ヲ

繁
　
絃
　
辨
二
　

山
　
水
一

　
　
フ

　
　
ヲ

妙
　
舞
　
舒
二
　

齊
　
�
一

柳
　
條
　
風
　
未
レ
　

煖

�
　
�
　
�
　
�
　
�

ヤ
ヤ

ト
コ
ロ
ヲ

放
　
�
　
良
　
得
レ
　

�

　
　
フ

ワ
レ
ゴ
ト
キ
ヲ

　
　
ノ

願
　
言
　
若
二
　

金
　
�
一

  

、
、

　
此
の
詩
に
於
て
初
め
て
長
屋
王
と
あ
り
、
他
は
一
字
皆
略
す
、
何
の
�
以
を
知
ら
ず
。
�
冠
、

  

、
、

  

、

長
屋
王
は
左
大
臣
の
位
高
き
に
在
り
、
�
冠
中
の
�
冠
な
り
、
乘
興
の
故
に
引
く
な
ら
ん
。
普

　
　
フ

　
　
ヲ

  
、
、
、
、
、

�
な
れ
ば
、
整
二

�
冠
一

な
る
べ
し
。
宴
會
の
席
�
謂
無
禮
講
の
意
味
。
繁
絃
辨
山
水
、
絃
は
山

  

、
、
、
、
、

の
曲
も
あ
ら
ん
、
�
水
の
曲
も
あ
ら
ん
、
聽
き
得
て
以
て
辨
ず
る
な
り
。
妙
舞
舒
齊
�
、
齊
の

　
　
ノ

つ
い

國
よ
り
出
る
�
、
�
ち
白
色
の
�
絹
な
り
。
山
と
水
と
二
、
齊
�
一
、
此
等
の
句
を
對
を
成
さ

  

、
、

  

、
、

ず
と
云
ふ
な
り
。
柳
條
、
�
�
、
二
句
早
春
の
景
色
。
願
言
は
『
詩
經
』
の
字
、
古
詩
に
多
く

  

、
、

用
ひ
、
�
體
に
多
く
用
ひ
ず
。
金
�
の
如
き
善
�
を
我
等
は
學
ば
ん
と
な
り
。



從
五
位
下
上
總
守
伊
支
�
古
�
呂
　
一
首

　
　
　
ス
ル

　
　
ノ

五
言
賀
二

五
八
年
一

宴

萬
　
秋
　
長
二
　

貴
　
戚
一

　
　
ス

　
　
ヲ

五
　
八
　
表
二
　

遐
　
年
一

　
　
ク

眞
　
�
　
無
二
　

�
　
後
一

　
　
　
ニ
ス

　
　
ヲ

鳴
　
求
　
一
二
　

愚
　
賢
一

　
　
ヘ

　
　
ヲ

令
　
�
　
調
二
　

�
　
地
一

　
　
ス

　
　
ニ

�
　
風
　
變
二
　

碧
　
天
一

　
　
ス

　
　
ノ

　
　
ニ

已
　
應
二
　

�
　
斯
　
徴
一

　
　
ソ
　
　
　
ヒ
ン
　
　
　
ル
コ
ト
ヲ

　
　
ヲ

何
　
須
　
顧
二
　

太
　
玄
一

　
此
の
題
目
、
�
に
上
刀
利
宣
令
の
詩
に
あ
り
。
抑
も
我
邦
に
て
四
十
を
初
老
と
稱
し
、
宴
を

開
き
壽
を
爲
す
は
、
其
の
始
或
は
天
智
以
�
な
ら
ん
と
も
思
は
る
。
然
る
に
『
懷
風
藻
』
中
已

に
二
人
の
詩
あ
る
に
於
て
は
、
天
武
、
持
統
、
�
武
、
時
代
に
盛
ん
に
之
を
行
ひ
し
も
の
ゝ
如

　
　
ル

　
　
ニ

　
　
フ

し
、
降
り
て
百
年
後
に
淳
和
天
皇
の
天
長
元
年
十
一
月
、
太
上
天
皇
、
年
登
二

四
十
一。
行
二

慶
壽

　
　
ヲ

之
禮
一

と
『
續
日
本
紀
』
に
在
り
。
余
考
ふ
、
四
十
を
以
て
初
老
と
稱
せ
ば
、
五
十
は
中
老
、
六

十
は
大
老
、
七
十
は
耄
、
八
十
九
十
は
死
人
同
樣
と
す
る
か
。『
曲
禮
』
を
案
ず
る
に
、
十
年
を

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

幼
學
と
曰
ひ
、
二
十
を
�
冠
と
曰
ひ
、
三
十
を
壯
室
と
曰
ひ
、
四
十
を
�
仕
と
曰
ひ
、
五
十
を

カ
イ

キ
　

○

○

○

○

○

○

○

艾
と
曰
ひ
、
六
十
を
耆
と
曰
ひ
、
七
十
を
老
と
曰
ふ
、
而
し
て
八
十
九
十
を
耄
と
曰
ひ
、
罪
あ

る
も
刑
を
加
へ
ず
。『
曲
禮
』
の
�
、
今
日
よ
り
以
後
、
五
六
百
年
間
は
正
當
の
眞
理
と
し
て
採

用
せ
ら
る
べ
し
。
東
�
�
氏
國
の
月
�
雲
客
が
、
四
十
を
初
老
と
稱
し
て
賀
す
る
な
ぞ
、
愚
劣

極
る
�
業
な
り
。
幸
に
し
て
昭
和
の
今
日
は
、
此
の
如
き
愚
劣
の
徒
、
跡
を
�
ち
、
七
十
八
十

に
し
て
始
め
て
賀
宴
を
設
く
。
意
義
の
存
す
る
�
�
に
在
り
。
惜
い
哉
、
�
世
の
人
を
喚
�
し

て
、
今
日
の
事
を
知
ら
し
む
る
を
得
ざ
る
こ
と
を
。
而
し
て
此
の
賀
五
十
八
年
詩
は
風
�
子
の

  

、囈
語
に
類
し
て
何
等
解
す
べ
き
�
無
し
。



隱
士
民
�
人
　
二
首

五
言
幽
棲

　
　
　
テ
テ

　
　
ノ

　
　
ヲ

試
　
出
二
　

囂
　
塵
　
處
一

　
　
ノ

�
　
�
　
仙
　
桂
　
叢

巖
　
谿
　
無
二
　

俗
　
事
一

　
　
リ

山
　
路
　
有
二
　

樵
　
童
一

泉
　
石
　
行
　
行
　
異

　
　
シ

風
　
煙
　
處
　
處
　
同

　
　
　
セ
ハ
　
　
　
　
ラ
ン
ト

　
　
ノ

　
　
ヲ

欲
レ
　

知
二
　

山
　
人
　
樂
一

　
　
リ

松
　
下
　
有
二
　

�
　
風
一

　
　
ノ
ス
ク
子

　
民
�
人
は
野
見
　

宿
�
の
後
裔
と
云
ふ
。

  

、
、

  

、
、
、

　
囂
塵
は
城
中
の
事
。
囂
は
「
カ
マ
ビ
ス
シ
」
な
り
。
仙
桂
叢
は
、
山
中
の
意
味
に
看
よ
。
山

  

、
、
、

  

、
、
、

  

、
、

中
は
俗
事
無
し
、
俗
事
無
き
處
に
、
樵
童
有
り
。
樵
事
は
俗
事
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
泉
石
は
城

  

、
、

  
、
、

中
無
き
處
、
風
煙
も
城
中
に
は
無
し
。
而
し
て
山
人
の
樂
は
如
何
。
松
下
に
唯
�
風
あ
る
の
み
。

△

此
の
詩
は
吐
屬
自
然
に
し
て
、
毫
も
塗
澤
せ
ず
、
幽
棲
の
題
目
に
背
か
ざ
る
作
な
り
。
山
人
を

△

△

△

山
客
と
改
め
、
有
�
風
を
只
�
風
と
改
む
れ
ば
、
五
律
の
上
乘
な
る
も
の
な
り
。

五
言
獨
坐
山
中

　
　
シ

　
　
ヲ

煙
　
霧
　
辭
二
　

塵
　
俗
一

　
　
　
ニ
ス

　
　
ヲ

山
　
川
　
壯
二
　

我
　
居
一

　
　
　
セ
ハ　
　
ヲ

此
　
時
　
能
　
草
レ 

賦

ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ　　
ン
　
　
ヲ

風
　
月
　
自
　
輕
レ 

余

  

、

  

、
、
、

　
壯
の
字
�
白
し
。
能
草
賦
、
賦
を
草
す
る
を
能
く
せ
ざ
る
と
き
は
、
風
月
の
爲
め
に
輕
ん
ぜ



ら
る
ゝ
と
な
り
。
奇
思
奇
想
、
超
凡
と
謂
ふ
べ
し
。



釋
�
融
　
五
首

　
　
ハ

　
　
　
シ
テ　
　
ヒ

　
　
ニ　
　
ク

　
　
ヲ

　
　
ニ
　
　
　
ナ
リ
　
　
シ
ア
タ
リ　
　
ノ

釋
�
融
�
。
俗
性
波
多
氏
。
少
　

�
二

槐
市
一。
博
學
多
才
。
特
善
レ

屬
�
一。
性
殊
端
直
。
昔
　

丁
二

母

　
　
ニ

　
　
ス

　
　
ニ

　
　
　々
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ニ

憂
一。
寄
二

住
山
寺
一。
偶
見
二

法
華
經
一。
�
然
歎
曰
。
我
久
貧
苦
。
未
レ

見
三

寶
珠
之
在
二

衣
中
一。
周
孔

イ
ヅ
ク
ン
ゾ　　
　
ラ
ン

　
　
ニ　
　
ク

　
　
ヲ

　
　
ム
　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
リ

糟
粕
。
安

足
以
二

留
一レ

意
。
�
�
二

俗
累
一。
落
�
出
家
。
�
�
苦
行
。
留
二

心
戒
律
一。
時
有
二

宣

　
　
ノ

　
　
ノ

　
　
テ　
　
シ　
　
　
　
　
ス
ル
コ
ト

　
　
タ
コ
ヘ

セ
ウ　
　
ヲ

　
　
シ
ト
イ
フ
コ
ト

律
師
六
帖
鈔
一。
辭
義
隱
密
。
當
時
徒
。
�
無
二

披
覽
一。
　
法
師
周
觀
未
レ

踰
二

浹
辰
一。
敷
講
莫
レ

不

　
　
　
　
　
ム
コ
ト
ハ

　
　
ヲ

　
　
シ

　
　
ス

　
　
ヲ

　
　
ク

　
　
　
メ
ニ

二

洞
�
一。
世
讀
二
　
　

此
書
一。
從
レ

融
始
也
。
時
皇
后
嘉
レ

之
。
施
二

絲
帛
三
百
匹
一。
法
師
曰
。
我
爲
二

菩

　
　
　
ス
ル

　
　
ヲ

　
　
テ
　
　
ニ
　
　
　
メ
ハ　
　
ヲ

　
　
　
ノ
ミ
　
　
ニ　
　
テ

　
　
ル

　
　
ノ

提
一。
修
二

法
施
一

耳
。
因
レ

�
望
レ

報
。
市
井
之
事
耳
。
�
策
レ

杖
而
�
。【
自
レ

此
以
下
可
レ

有
二

五
首

　
　
フ

詩
云
爾
有
レ

疑
】

  

、
、

  

、
、
、

ア

　
槐
市
は
學
校
を
云
ふ
。
丁
母
憂
は
、
母
の
死
去
に
會
ふ
こ
と
。「
法
華
經
」
は
五
首
弟
子
受
記

グ
ウ
ジ
　

品
に
、
自
分
の
衣
中
に
寶
珠
の
有
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
窮
子
�
謂
乞
�
の
羣
に
入
て
流
浪
し
た

  

、

  

、

る
こ
と
。
一
た
び
我
は
乞
�
に
あ
ら
ず
、
長
�
�
ち
富
豪
の
子
で
あ
る
と
知
ら
ば
、
周
�
や
孔

子
の
�
は
、
畢
竟
糟
粕
の
み
、
辛
苦
し
て
儒
學
�
と
爲
る
の
�
無
し
。
是
に
於
て
出
家
し
、
經

  

、
、
、

と
律
と
論
と
の
三
藏
の
中
、
特
に
戒
律
を
擇
ん
で
�
究
す
る
志
を
興
せ
し
な
り
。
宣
律
師
は
、
唐

の
�
南
山
の
�
宜
律
師
、
世
に
四
分
律
の
開
�
と
稱
す
。
此
の
律
師
の
著
は
す
『
六
帖
鈔
』
は

  

、

傳
來
し
て
日
�
淺
し
。
其
の
書
深
玄
、
披
覽
す
る
�
あ
ら
ず
。
獨
法
師
は
披
覽
し
て
、
未
だ
浹

  

、

△

△

辰
�
ち
十
二
日
間
を
踰
え
ざ
る
に
深
義
に
洞
�
す
る
を
得
た
り
。『
左
傳
』
に
浹
辰
之
間
。
而
楚

コ
ク
ス

　
　
ヲ

  

、
、

克
二

其
三
�
一

と
あ
り
。
皇
后
は
�
武
天
皇
の
皇
后
な
り
。

　
　
リ

　
　
ニ

我
　
�
レ
　

思
　
兮
　
在
二
　

無
　
漏
一

　
　
　
　
ス
レ
ハ　
　
テ　
　
　
ハ
ン
ト

　
　
　
ト
ン　
　
　
ジ
ン
　
　
シ

欲
二
　

往
　
從
一
　

兮
　
貪
　
瞋
　
難

　
　
ノ

オ
ノ
レ
ニ

路
　
險
　
易
　
兮
　
在
レ
　

由
レ
　

己

　
　
テ

ズ
　

マ
タ

　
　
ラ

壯
　
士
　
去
　
兮
　
不
二
　

復
　
�
一

　
漢
の
張
衡
に
四
愁
詩
あ
り
、
四
首
皆
五
十
字
を
以
て
成
る
。
此
の
詩
は
其
の
作
法
に
傚
ふ
て
、



二
十
八
字
を
作
る
。
張
曰
く
、
我
�
レ

思
兮
在
二

泰
山
一。
欲
二

征
從
一レ

之
梁
父
艱
。
�
春
秋
の
世
、
燕

の
荊
�
は
、
風
蕭
蕭
兮
易
水
�
。
壯
士
一
去
不
二

復
�
一

と
、
而
し
て
今
「
楚
辭
」
の
作
法
も
加

△

  

、
、

へ
て
、
四
句
共
に
兮
の
字
を
挾
入
す
。
良
と
に
辣
手
と
す
。
無
漏
は
出
世
間
、
有
漏
�
ち
世
間

の
反
對
、
無
漏
の
�
に
向
つ
て
�
ま
ん
と
欲
す
る
も
、
貪
と
瞋
と
稱
す
る
邪
魔
が
あ
つ
て
、
我

ナ
ヤ

は
艱
む
。
而
か
も
路
の
險
易
は
其
の
人
の
決
心
に
在
る
。
古
の
壯
士
は
險
を
�
る
こ
と
易
の
如

く
、
險
に
向
て
一
�
し
、
�
に
�
ら
ず
。
我
も
佛
�
に
向
て
�
ま
ん
こ
と
を
決
心
し
て
、
決
し

て
本
の
有
漏
に
は
�
ら
ず
と
な
り
。
志
を
言
は
ん
欲
す
る
に
、
漢
代
の
古
調
を
學
び
、
筆
鋒
犀

利
、
眼
中
敵
無
し
。
以
て
其
の
�
骨
稜
稜
た
る
風
を
想
見
す
べ
き
な
り
。



從
三
位
中
�
言
�
中
務
�
石
上
�
臣
乙
�
呂
　
四
首

　
　
ノ

　
　
シ

　
　
ニ

石
上
中
�
言
�
。
左
大
臣
第
三
子
也
。
地
望
�
華
。
人
才
頴
秀
。
雍
容
�
雅
。
甚
善
二

風
儀
一。
雖

　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
ス

　
　
ヲ

　
　
リ

　
　
ス

　
　
ニ

　
　
ニ　
　
テ
　
　
ニ

　
　
ス
　
　
ヲ

　
　
ニ

レ

勗
二

志
典
噴
一。
亦
頗
愛
二

篇
�
一。
嘗
有
二

�
譴
一。
飄
二

寓
南
荒
一。
臨
レ

淵
吟
レ

澤
。
寫
二

心
�
藻
一。
�
有

カ
ン

　
　
　
ハ
ル

　
　
ニ

　
　
　
シ
テ
エ
ラ
フ

　
　
ヲ

　
　
ニ

二

銜
悲
藻
兩
卷
一。
今
傳
二

於
世
一。
天
�
年
中
。
詔
　
簡
二

入
唐
使
一。
元
來
此
擧
。
難
レ

得
二

其
人
一。
時

　
　
　
フ
ニ

　
　
ヲ

　
　
ノ　
　
ニ

　
　
ニ

　
　
　
　
セ
ラ
レ

　
　
ニ

　
　
ス

　
　
ニ
　
　
ノ

　
　
　
　
レ
ド
モ　
　
ニ

�
二

�
堂
一。
無
レ

出
二

�
右
一。
�
拜
二
　

大
使
一。
衆
僉
�
�
。
爲
レ

時
�
レ

推
、
皆
此
類
也
。
然
　
�
不

　
　
ノ　
　
　
　
ケ
ラ
ル

　
　
ヲ

ヨ
リ
　
　
テ

　
　
ニ

　
　
ニ

レ

徃
。
其
後
授
二
　

從
三
位
中
�
言
一。
自
レ

登
二

台
位
一。
風
釆
日
新
。
芳
�
雖
二

�
列
一。
蕩
然
時
年
。

　
　
ニ
　
　
ル

　
　
ノ

　
　
ニ

五
言
飄
二

寓
南
荒
一

�
二

在
京
故
友
一

　
一
首

　
　
ヒ

　
　
ニ

�
　
夐
　
�
二
　

千
　
里
一

　
　
ム

　
　
ヲ

徘
　
徊
　
惜
二
　

寸
　
心
一

　
　
リ

　
　
ヲ

風
　
�
　
�
　
�
レ
　

馥

　
　
フ

　
　
ヲ

月
　
後
　
桂
　
舒
レ
　

陰
　
　
キ

斜
　
雁
　
凌
レ
　

雲
　
�

輕
　
�
　
�
レ
　

樹
　
吟

　
　
ヲ

相
　
思
　
知
二
　

別
　
慟
一

　
　
ニ

　
　
ス

　
　
ノ

徒
　
弄
　
白
　
雲
　
琴

　「
懷
風
藻
」
を
�
す
る
�
が
、
其
の
人
の
傳
を
作
る
は
乙
�
呂
以
外
に
無
し
、
特
に
此
の
人
の

み
傳
を
作
る
は
、
如
何
な
る
理
由
な
る
を
知
ら
ず
。
古
溪
案
ず
。『
續
紀
』【
十
三
】
に
天
�
十

ツ
ミ
シ
テ

ス
ル
ニ
ク

メ 

ノ

ワ
カ
メ
　

一
年
三
月
庚
申
。
石
上
�
臣
乙
�
呂
、
上
坐
レ

�
二

久
米
�
若
賣
一

配
二

流
土
佐
國
一。
若
賣
配
二

下
總

國
一

焉
。
萬
葉
中
に
三
首
の
�
答
あ
り
。
二
首
は
若
賣
の
も
の
一
首
は
乙
�
呂
の
も
の
戀
戀
た
る

�
�
を
見
る
。
思
ふ
に
當
時
の
人
、
そ
の
戀
中
に
同
�
し
、
罪
を
得
た
る
を
悲
し
み
、
以
つ
て

  

、
、
、

傳
を
委
し
く
せ
し
も
の
か
。
左
大
臣
は
石
上
�
呂
な
り
。
門
地
も
�
華
、
容
姿
も
�
雅
、
而
し

  

、

  

、

て
五
典
と
三
噴
を
�
究
し
。
�
て
詩
�
を
好
む
。
�
廷
の
譴
斥
に
觸
れ
、
南
荒
の
地
に
飄
寓
、
屈

  

、
、

  

、
、
、

原
の
如
く
淵
澤
に
沈
吟
し
、
�
に
銜
悲
集
二
卷
を
著
は
す
、【
此
の
本
未
見
】
傳
於
世
と
あ
る
か



  

、
、
、

ら
流
布
し
た
る
も
の
な
ら
ん
。
入
唐
使
に
推
薦
せ
ら
れ
、
而
か
も
奉
ぜ
ず
、
結
�
�
字
あ
り
て
、

  

、
、
ハ
ル
カ

  

、
、

此
の
他
解
す
べ
か
ら
ず
、
�
夐
は
�
隔
の
意
味
。
千
古
寸
心
は
古
語
な
り
。
古
を
里
と
し
て
、
�

  

、

  

、
、

  

、

  

、

  

、
、

を
表
は
し
、
寸
心
は
�
月
を
惜
む
の
意
を
表
は
す
。
�
は
風
�
に
馥
香
を
�
り
、
桂
は
月
後
に

  

、
樹
陰
を
舒
ぶ
。
�
桂
共
に
香
氣
を
放
つ
も
の
、
以
て
我
の
心
事
の
�
き
を
示
す
。
京
を
想
う
て

天
涯
を
望
め
ば
、
雁
は
雲
中
に
鳴
く
、
而
し
て
秋
日
な
る
が
故
に
、
秋
�
が
樹
を
�
て
悲
吟
す
。

  

、
、
、
、
、

相
思
知
別
慟
、
京
に
在
る
人
は
我
を
思
ひ
、
南
に
在
る
我
は
彼
を
思
ひ
、
人
は
別
な
り
、
慟
は

  

、
、
、

同
じ
、
而
か
も
如
何
と
も
す
る
能
は
ず
。
白
雲
琴
を
彈
じ
て
、
飄
寓
の
旅
愁
を
慰
む
る
の
み
。
純

然
た
る
五
律
、
寫
�
寫
景
共
に
佳
な
り
。

　
　
ル

　
　
テ

　
　
　
ル
ニ

五
言
�
二

掾
�
之
�
レ

任
入
一レ

京
　
一
首

　
　
ハ

　
　
ム

　
　
ノ

余
　
含
　
南
　
裔
　
怨

　
　
ハ

　
　
ス

　
　
ノ

君
　
詠
　
北
　
征
　
詩

　
　
ミ

　
ヲ

詩
　
興
　
哀
二
　

秋
　
�
一

傷
　
哉
　
槐
　
樹
　
衰

　
　
ヲ

彈
　
琴
　
顧
二
　

落
　
景
一

　
　
メ

　
　
ニ

　
　
カ　
　
　
　
フ
コ
ト
　
　
　
ナ
ル

歩
レ
　

月
　
誰
　
�
　
稀

　
　
ニ

　
　
レ

相
　
望
　
天
　
垂
　
別

　
　
ク

分
　
後
　
莫
二
　

長
　
�
一

  

、
、

  

、

　
掾
�
は
未
考
。案
ず
る
に
南
荒
に
在
て
任
に
�
り
以
て
京
師
に
入
る
を
�
る
詩
な
る
べ
し
。余

  

、
、
、
、

含
南
裔
怨
、
裔
は
「
ス
ソ
」
な
り
、
國
の
「
ス
ソ
」
な
り
。
�
ち
國
の
荒
裔
に
居
る
の
怨
を
含

  

、
、

む
。
然
る
に
君
は
北
征
詩
を
詠
じ
て
、
市
に
上
る
。
南
北
は
實
際
の
地
理
上
よ
り
言
ふ
。
哀
秋

  

、

  

、
、
、

�
、藩
岳
が「
秋
興
賦
」以
來
、詩
人
は
皆
秋
を
哀
し
む
。殊
に
流
寓
の
人
に
於
て
を
や
。槐
樹
衰
、

秋
は
萬
木
�
謂
落
葉
樹
は
盡
く
衰
ふ
。
然
る
に
獨
槐
樹
を
指
す
は
何
ぞ
。『
周
書
』
韋
孝
�
傳
に
、

　
　
ト

　
　
キ　
　
ヨ
リ

　
　
キ

　
　
ニ

ヨ
リ

爲
二

雍
州
刺
�
一。
先
レ

是
　

路
側
一
里
。
置
二

一
土
�
一。
經
レ

雨
頽
毀
。
�
須
レ

修
レ

之
。
自
二

孝
�
臨

　
　
ニ

　
　
チ　
　
シ

　
　
ヲ

　
　
　
ヘ
ル　
　
ニ

一レ

州
。
乃
勒
二

部
�
一。
當
レ

�
處
植
二

槐
樹
一

代
レ

之
。
乃
ち
知
る
、
路
側
槐
樹
の
多
き
、
其
の
衰
を



知
る
の
早
き
な
り
。
�
槐
は
周
代
盛
ん
に
貴
ん
で
、
�
堂
に
種
う
る
も
の
多
く
、
三
�
の
位
に
、

  

、
、

三
槐
を
喩
へ
し
て
あ
り
。
特
に
此
の
樹
の
落
葉
を
看
て
悲
し
む
�
以
な
り
。
彈
琴
以
て
日
暮
の

  

、

  

、

凄
氣
を
忘
れ
、
�
月
下
に
歩
し
て
孤
獨
を
傷
む
。
而
し
て
�
と
今
日
天
涯
に
別
離
す
。
別
離
す

と
雖
も
、
今
日
ま
で
の
�
�
は
�
は
ざ
ら
ん
こ
と
を
希
ふ
と
な
り
。

　
�
首
と
異
な
り
。
�
仄
法
整
正
せ
ず
、
殊
に
、
誰
�
稀
、
天
垂
別
、
分
後
な
ぞ
の
語
は
、
�

�
四
句
の
佳
な
る
點
を
滅
茶
滅
茶
に
す
。
必
ず
や
久
し
い
間
の
�
寫
な
ら
ん
と
思
ふ
な
り
。

　
　
ル

五
言
�
二

舊
識
一

　
一
首

　
　
　
ナ
リ

萬
　
里
　
風
　
塵
　
別

　
　
フ

三
　
�
　
�
　
�
　
衰

　
　
ヨ

　
　
ニ

霜
　
�
　
逾
　
入
レ
　

鬢

　
　
　
　
ヒ
ソ
ム　
　
ヲ

�
　
氣
　
�
　
顰
レ
　

眉

夕
　
鴛
　
�
二
　

霧
　
裏
一

　
　
　
シ
ム
　
　
ノ　
　
　
　
ル
ル
ニ

曉
　
雁
　
苦
二
　

雲
　
垂
一

　
　
　
　
　
ス
レ
ド
モ

開
レ
　

衿
　
期
　
不
レ
　

識

　
　
テ

　
　
ヲ

呑
レ
　

恨
　
獨
　
傷
　
悲

  

、
、
、

  

、
、

　
�
地
に
在
る
友
に
寄
す
る
詩
。
風
塵
別
、
南
と
北
と
、
互
に
風
塵
を
異
に
す
。
�
�
は
、
�

  

、
、

九
十
日
を
經
て
葉
衰
ふ
。
非
�
の
物
然
り
、
有
�
の
�
如
何
。
霜
�
�
ち
白
髪
か
鬢
上
に
�
す

  

、
、

  

、
、

の
み
な
り
。
而
し
て
老
人
は
�
氣
に
耐
へ
ず
、
�
氣
に
�
う
て
眉
を
顰
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
夕
鴛

  

、
、

  

、
、

は
、
霧
裏
�
ち
池
中
に
霧
が
籠
め
て
泛
ぐ
處
に
�
ふ
。
曉
雁
は
、
天
中
雲
垂
れ
て
其
の
�
路
に

  

、
、

苦
し
む
。
開
衿
少
し
「
ク
ツ
ロ
イ
」
で
君
を
待
て
ど
も
、
君
は
至
ら
ず
。
恨
を
呑
ん
で
傷
悲
す

  

、  

、

△

△

る
�
以
な
り
。
不
識
は
意
義
を
爲
さ
ず
。
不
至
の
�
寫
た
る
や
疑
ひ
無
し
。
古
溪
案
ず
�
舊
識

は
乙
�
呂
が
愛
�
を
指
す
な
ら
ん
。

五
言
秋
夜
閨
�
　
一
首



他
　
�
　
頻
　
夜
　
夢

　
　
　
　
シ
ウ
ス

談
　
與
二
　

麗
　
人
一
　

同

　
　
　
　
フ
コ
ト

寢
　
裏
　
歡
　
如
レ
　

實

　
　
ク

驚
　
�
　
恨
　
泣
レ
　

�
　
　
ニ

空
　
思
　
向
二
　

桂
　
影
一

　
　
ヲ

獨
　
坐
　
聽
二
　

松
　
風
一

　
　
ノ

山
　
川
　
嶮
　
易
　
路

　
　
フ

　
　
ヲ

展
　
轉
　
憶
二
　

閨
　
中
一

　
夫
が
妻
を
憶
ふ
意
味
か
、
妻
が
夫
を
憶
ふ
意
味
か
、
�
�
�
が
愛
�
を
憶
ふ
か
、
愛
�
が
�

  

、
、

�
を
憶
ふ
意
味
か
、
總
て
明
白
な
ら
ず
。
夜
夢
の
事
、
明
白
な
ら
ざ
る
が
反
て
明
白
な
る
も
の

な
り
。
此
の
如
き
詩
は
、
解
す
可
く
、
解
す
可
ら
ず
、
�
す
る
に
夢
中
に
在
て
讀
む
べ
き
も
の

な
り
。
�
坐
し
て
讀
む
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
古
溪
案
ず
閨
�
は
乙
�
呂
が
愛
�
を
思
ふ
も
の

な
ら
ん
。


